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走ろうブルーライン



　通勤・通学時間帯に自転車や歩行者、自動車が集中するJR平塚駅西口。

　西口周辺の道路の中でも、特に多くの人が通行するのが、公園通りの愛称で親しまれる南町通東浅間線です。この公園通りに1月、自転車が走るための幅30センチ南北200メートルに延びるブルーラインが登場しました。

　今、平塚駅周辺の通行をスムーズにする取り組みが、西口周辺から始まっています。

詳しくは次ページへ。




自転車がもっと快適な街に
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　市街地に高低差が少ない平塚市では、多くの人が自転車を利用し、1つしかない鉄道駅に向かいます。平塚駅西口北側では駐輪場の整備を集中的に進め、自転車とバイクの駐輪場は約8000台になりました。

　しかし平塚駅周辺では、自転車での無理な車道の横断や逆走、放置自転車など、自転車利用者のマナーが問題になっています。

　混雑する時間帯に、自転車や歩行者が安全で快適に平塚駅や駐輪場を利用できるよう、市ではさまざまな取り組みを進めています。

問：交通政策課　電話：0463-21-9840
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自転車は車道の左側、ブルーラインに沿って走りましょう


ブルーライン登場

　東海道本通り線から平塚駅西口に向かう、紅谷町の公園通り。自転車の車道通行を推進するため、市内で初めてブルーラインを表示しました。

　朝の通勤・通学時間帯には多くの自転車が通ります。自転車が安全に車道を通行できるようブルーラインを引き、自転車マークと矢印で自転車の走る場所と方向を示しています（表紙写真）。また、ブルーライン近くの金属製の側溝のふたも、凹凸で自転車のタイヤが滑りにくい製品に交換しました。

　公園通りの歩道は、「自転車及び歩行者専用」の標識で自転車も通行できることになっています（次写真上）。しかし歩道には、街路樹やアーケードの支柱、電線の地中化による管理ボックスなどがあります。通行できる部分が狭くなり、自転車と歩行者が接触する危険がありました。

　ブルーラインによって歩道を走る自転車を車道に誘導し、車道では自転車の安全な通行を確保しています。歩行者からも「自転車マークで示されていて分かりやすい」「青い線が目立って良いですね」などと好評です。

　市ではブルーラインを通して、自転車の適正な利用を呼び掛けています。自転車は車両なので原則として車道左側を走らなければなりません。しかし、①標識などで示している②運転者が13歳未満の子どもや高齢者など③工事や駐車車両などがあり、車道では安全に通行できない場合は、歩道を例外的に通行できることになっています。

　昨年12月には、自転車事故を減らすため、道路交通法が一部改正され、左側通行が強化されました（詳細はちょっとの心掛けが事故を減らすの記事参照）。自転車は車道の左側を通行し、安全に利用しましょう。
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ちょっとの心掛けが事故を減らす


　「平塚は交通事故がとても多いんですよ。10年連続で神奈川県交通安全対策協議会から、自転車事故多発地域に指定されています」と話す、平塚警察署の築花（ちくはな）邦和交通担当次長。平塚警察署管内における平成25年の人身事故は1428件で、県内54警察署の中で最多でした。そのうち自転車関連事故が408件で28.6パーセントを占めています。県内平均の23パーセントを上回る数字です。

　築花次長は「市内の自転車事故を減らす取り組みとして『通行環境の確立』『ルールの周知と安全教育の推進』『指導取り締まりの確立』を3本柱に進めています。市と連携しながら、公園通りに実施したブルーラインの表示など、自転車通行帯の整備を他の路線でも進めていきたいですね」と力を込めます。

　また最近では、取り締まり強化の一環で、悪質な自転車利用者には交通切符を交付しています。平成25年は平塚警察署管内で334件の交通切符を交付しました。違反の内容は信号無視や一時不停止、二人乗りなどです。

　「自転車の利用者が注意することで、事故は確実に減ります。ルールを守って自転車を安全に利用してほしい」と築花次長は訴えます。
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道路交通法改正のポイント

　平成25年12月1日に、自転車に関する道路交通法が一部改正されました。

①道路の左側通行の順守

　自転車が路側帯を通行する時は、道路の左側にある路側帯を通行しなければならなくなりました。従来は、左右どちらの路側帯でも通行できましたが、右側の通行が禁止になりました。違反者には、3カ月以下の懲役か5万円以下の罰金が科せられます。

②ブレーキ不良車に対する取り締まりを強化

　いまだにブレーキ不備の自転車で公道を走る違反が後を絶ちません。適切なブレーキを備えておらず危険と認められるとき、警察官は停止させて検査できるようになりました。また運転者に対し、危険防止のための応急措置や運転の中止を命じることができます。違反者には5万円以下の罰金が科せられます。




西口への集中

　平塚駅周辺には南口を含めて、1万3577台の自転車とバイクの駐輪場があり、そのうち7998台が西口北側にあります。駐輪場の利用者を含め、平塚駅を利用する人が集中し、狭い範囲に自転車や歩行者、自動車が混在しています。

　通勤・通学時間帯に当たる午前7～8時の自転車の交通量は、西口北側を東西に走る平塚駅花水線で約850台、南北の南町通東浅間線で約390台もありました。1時間80台を上回る場合には、安全な通行を確保するため、歩行者や自動車と分離が必要と道路構造令で定められています。自転車利用者を対象に実施したアンケートでも、多くの人が西口周辺で危険を感じるという意見を挙げました。

　また西口北側の道路には、送迎の自動車だけでなく、荷さばきの自動車なども停車しています。自転車が通るはずの車道の左側がふさがっていて、安全に通行できない状況があります。




交通の分散化

　西口北側の交通混雑箇所には多くの危険があり、交通量を減らす必要があります。まず自転車を分散させるために、利用者の居住エリアに応じて、定期利用する駐輪場を割り振りました。平塚駅より西側に住んでいる人には駅西口第3駐輪場、東側の人には、駅西口第1駐輪場の利用をお願いしています。

　さらに、各駐輪場ごとに進入経路と退出経路を設定し、自転車が集中しないよう呼び掛けています（次図）。

　また、平塚駅へ送迎する自動車の利用者には、北口ロータリーの利用を呼び掛けています。北口ロータリーは、歩行者や自転車、タクシーなどと通行帯が分かれており、急な飛び出しによる接触などの危険も少なくなります。
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[image: 宝町駐輪場の新規募集]

　JR東海道線沿いの宝町（宝町8）に、自転車の有料駐輪場をオープンします。昨年9月から整備のため利用を停止していましたが、4月1日（火）に利用を開始します。今回募集するのは、定期利用の自転車です。

　募集台数は357台（先着順・1人1台）。料金は1カ月2,050円。自転車の大きさや形状によっては、利用できない場合があります。

募：必要事項・自転車の車体番号か防犯登録番号に料金を添えて、3月8日（土）午前9時から直接、宝町1の駅北口駐輪場　電話：0463-24-0451へ。9日以降は、月曜日～土曜日の午前6時30分～午後8時、日曜日・祝日の午前8時～午後4時に同駐輪場へ。

既存の駐輪場も空いています

　駅西口第1・第3駐輪場、錦町第1駐輪場などには、定期利用の空きがあります。春から新生活を迎える方は、ぜひご利用ください。料金や募集台数などの詳細は、お問い合わせ下さい。

問：まちづくり財団総務施設課　電話：0463-35-8108




ネットワーク整備

　公園通りのほかに、八重咲町の村井弦斎公園前の道路にも自転車マークの路面表示をしました。平成26年度以降も引き続き、ブルーラインと自転車マークの路面表示をします。西口北側の各駐輪場への進入経路と退出経路の各路線で順次、表示する予定です。平塚駅から約3キロメートル以内を通勤や通学、買い物などの日常的な自転車の利用圏域として、自転車ネットワーク路線を整備していきます。

　また約3キロメートルを超える郊外では、すでに金目川や鈴川沿いに7カ所の無料駐輪場があり、433台の自転車とバイクが止められます。

　平塚駅周辺への過度な集中を防ぐため、今後も郊外の主要なバス停付近に自転車の無料駐輪場を整備していきます。こうした取り組みを通して、利便性を向上させ、自動車から自転車やバスに利用転換を図ります。




違法駐輪は大幅減

　平成22年度の平塚駅周辺の駐輪場の収容台数は、1万862台でした。それでも全ての自転車を収容することはできず、歩道などに放置された自転車とバイクが1670台もありました。

　その後、西口北側や駅前大通り線などの駐輪場を整備し、収容台数を拡大しました（次表）。3年後の平成25年4月には、駐輪場の収容台数が1万3577台となり、10月の調査では放置された自転車とバイクは475台と大幅に減りました。

　今年4月に宝町駐輪場が完成すると、平成22年度から進めてきた平塚駅北側の駐輪場整備事業は完了します。

[image: 違法駐輪は大幅減]




短時間の駐輪は無料

　平塚駅周辺の駐輪場は、まちづくり財団が管理・運営しています。

　駐輪場は定期利用をしていなくても、一時利用ができます。2時間以内ならば、駅前大通り東・西駐輪場、駅西口第1駐輪場が無料です。また買い物など2時間以内の駐輪は、紅谷パールロードの暫定駐輪スペースも利用できます。

支払いは電子マネーで

　駅西口第1・第3、駅北口駐輪場を一時利用した場合、2月1日から、電子マネーで料金を支払えるようになりました（次写真）。交通系ICカードに対応しています。

[image: 短時間の駐輪は無料]

空き情報をスマホで案内

　また4月からは、駐輪場の一時利用の空き状況をスマートフォンや携帯電話などのウェブで案内する予定です。空いている駐輪場を簡単に調べられるようになります。

問：まちづくり財団総務施設課　電話：0463-35-8108




[image: 自転車等放置禁止区域]

　駐輪場に止めず、歩道にあふれる自転車--。駐輪場の整備が進み、放置自転車は減っています。しかし、一部の利用者が置いていった自転車が歩道を狭め、高齢者や障がいがある方の通行を妨げています。景観を損ね、緊急車両の通行を妨げることもあります。

　そのため4月1日から、自転車等放置禁止区域の対象範囲を拡大します。市民センター周辺や駅前大通り線などを追加します（次地図）。

　禁止区域内に放置された自転車と50㏄以下の原動機付自転車は田村自転車等保管場（田村9-25）へ移動します。引き取りは、年末年始を除く月曜日～土曜日の午後1時～5時です。自転車などの鍵、運転免許証や学生証などの本人確認書類、保管料（自転車2000円・原動機付自転車4000円）が必要です。

　放置自転車などの保管期間は2カ月です。早めに引き取りに来てください。

問：交通政策課　電話：0463-21-9840

[image: 自転車等放置禁止区域]




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、2月24日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


社会教育委員


　社会教育に関する計画の立案や研究調査などをします。

　2人以内（選考）。任期は6月1日から2年間。

　次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②6月1日現在、高校生を除く18～75歳③ほかの付属機関などの委員でない④地域活動の経験者で社会教育に関心や知識がある⑤平日に開催する会議に出席できる。

募：豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8123　FAX：34-5522　メール：k-shakai@や市ウェブなどにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、3月20日（木）までに、同課へ。



駅前広場地下道の広告板


　48カ所（先着順）。使用期間は4月1日～平成27年3月31日。年額8万4000円～14万4000円。

募：新館3階の土木総務課　電話：0463-21-9847や市ウェブにある申請書を、郵送または直接、2月26日（水）から、同課へ。



女性のための無料法律相談会


　親権や養育費、慰謝料など夫婦関係にまつわる法律相談を受け付けます。

　3月13日・20日の木曜日。①午前9時30分～10時10分②10時20分～11時③11時10分～11時50分④午後0時50分～1時30分⑤1時40分～2時20分⑥2時30分～3時10分⑦3時20分～4時。教育会館。市内在住・在勤・在学の女性14人（各日7人・抽選）。未就学児の保育もあります。

募：必要事項・相談日・相談時間の番号（第2希望まで）・保育を希望する方は、子どもの氏名・年齢を、電話・ファクス・はがきで、3月4日（火）までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736へ。



ひらつか環境ファンクラブの活動発表会


　ひらつか環境ファンクラブの4団体が活動発表をするほか、「平塚の地盤と活断層」をテーマに講演します。

　3月8日（土）午後2時～4時50分。博物館。市内在住・在勤・在学または、市内で環境活動をしている方50人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s-event@へ。



花の触れ合い教室


　お子さんと一緒に、オリジナルの植木鉢の作成や、市内にある花農家の温室見学などをします。

　3月26日（水）午前9時～午後0時30分。青少年会館。小学生とその保護者10組程度（抽選・初めての方を優先）。500円。

募：必要事項・教室名・小学生の学年・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、3月9日（日）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



春野菜の栽培ポイント講習会


　3月16日（日）午前10時～11時30分。農の体験・交流館（寺田縄457-5）。市内在住の方30人（先着順）。

募：電話で、2月25日（火）午前9時から、農の体験・交流館　電話：0463-58-5201へ。



商業経営セミナー


　消費税率の引き上げを前に、消費税を課税する場合などの留意点を解説します。

　3月13日（木）午後7時～9時、27日（木）午後2時～4時。平塚商工会議所（松風町2-10）。市内事業所で商業に従事している方30人（先着順）。

募：氏名・電話番号・商店名を、電話・ファクスで、商業観光課　電話：0463-35-8107　FAX：35-8125へ。



馬入水辺の楽校（がっこう）　エコアップ隊の隊員


　トンボ池（次写真）やカエル池などの環境改善作業、生き物観察などをします。

　4月～平成27年3月。月1回程度。小学生以上の方30人（抽選）。小学生は保護者の同伴が必要です。3月9日（日）に説明会を開きます。年1500円、エコアップ隊隊員手帳代200円。イベントにより参加費などを別途徴収します。

募：住所・氏名・年齢・メールアドレスを、往復はがきで、2月28日（金）までに、みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。

[image: 馬入水辺の楽校（がっこう）　エコアップ隊の隊員]



スポーツ施設の技術員


　平塚球場やshonanBMWスタジアム平塚で野球やサッカーの試合を手伝ってみませんか。

　市内在住・在勤・在学で高校生以上の方、各5人程度（選考）。実技研修を受講後、登録します。

①スコアボード点示員　得点操作や選手名入力など。

②放送員　野球場アナウンス。

募：電話または直接、3月5日（水）までに、総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へ。



色とまちの関係について学びませんか


　色の持つ効果を学び、まちの色づかいを考える講座を開きます。

　3月27日（木）午後1時30分～4時30分。美術館。市内在住の小学校4～6年生とその保護者20組程度（抽選）。

募：必要事項・学年を、ファクス・メールで、3月7日（金）までに、まちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：0120-704589　メール：machi-s@へ。



婚活体験バスツアー


　そば打ち体験やイチゴ狩り、交流会などをします。

　3月23日（日）午前8時45分～午後6時。さがみ信用金庫秦野駅プラザ支店（秦野市尾尻943-16）前集合。独身の男女、各40人（先着順）。年齢制限はありませんが、30～40代の方が中心です。男性8000円。女性6000円。

　詳しくは湘南ウエディングサポートのウェブをご覧ください。

募：電話で、2月22日（土）から、湘南ウエディングサポート　電話：0463-68-4002へ。ウェブからも応募できます。



東海大学市民講座・語学12回シリーズ


　経験豊富で日本語が分かるネーティブ講師が教えます。英語・韓国語・フランス語・中国語・ドイツ語・スペイン語の6カ国語で、レベルごとに開きます。

　4月12日～7月5日の土曜日、全12回、午前9時20分～午後2時55分の間で90分授業。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。各コース30人（先着順・5人未満の場合は開講しません）。1万2000円。教材費は実費負担です。

募：電話で、3月12日（水）からの平日、午前10時～午後4時に、東海大学エクステンションセンター　電話：03-5793-7133へ。各講座の詳細は東海大学外国語教育センター事務室　電話：0463-58-1211内線4552へ。



地域行事に役立つイベント用品を貸し出します


　自治会や子ども会などの地域のイベントで、ご利用いただけます。今回は4月～9月の先行予約を受け付けます。抽選。

　ポップコーン機・綿菓子機・かき氷機・焼き物機・焼きそば台・おでん鍋・発電機・紅白幕・ワイヤレスマイク・アンプ・テント。貸出期間は5日以内。

募：電話で、3月3日（ 月）までに、協働推進課　電話：0463-21-9618へ。先行予約期間の終了後は、先着順で受け付けます。



生きがい事業団の寺子屋


　生きがい事業団（西八幡1-3-2-2）。各10人（先着順）。

ネクタイを利用したネックレスづくり　3月11日（火）午前9時30分～正午。1000円。

パソコン教室Windows8入門　①3月6日・13日の木曜日②18日・25日の火曜日③4月17日・24日の木曜日、各全2回、午前9時30分～正午。4000円。

タブレット入門　将棋やオセロなどのゲームを通じて、操作方法やセキュリティー対策を学びます。①3月4日～25日の火曜日②4月1日～22日の火曜日、各全4回、午後3時～5時。スマートフォンまたはタブレット端末。4520円。

募：必要事項・年齢・希望日を、往復はがきで、〒254-0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団　電話：0463-33-2335へ。




[image: 入学の準備を始めましょう]
入学通知を確認しましょう


　4月から新たに小・中学校へ入学するお子さんがいる家庭には1月下旬までに、入学通知書を郵送しました。通知書が届いていない方や記載内容に誤りがある場合は、ご連絡ください。

　対象は平成19年4月2日～20年4月1日生まれの新小学校1年生か、平成13年4月2日～14年4月1日生まれの新中学校1年生です。

　外国籍で市内の小・中学校に入学を希望する方や、県立中等教育学校、国立・私立の学校に入学する方は、入学承諾書を教育総務課に提出してください。



学区外の学校への入学


　次の場合は、学区外の小・中学校に入学できます。必要書類を持って、豊原分庁舎1号館1階の教育総務課にお越しください。

　①保護者が仕事の都合などで家庭に不在で、自宅以外の場所に下校させるため、預かり先に入学させたい②家屋を建築中などで、転入予定地の学校へ入学させたい。必要書類は①が預かり承諾書・同居の方全員の就労証明書②が建築確認書の写しなどです。



義務教育費を援助します


　経済的理由で、小・中学校への就学が困難な方に、学用品費・修学旅行参加費・給食費など、学習に必要な費用の一部を援助します。

　市立小・中学校に在学する児童生徒、または市内在住で県立中等教育学校（前期課程）に在学する生徒がいる家庭。希望者は、通学する学校に申し出てください。現在、援助を受けていて、4月以降も引き続き援助を希望する方も新たに申請してください。4月に新小学校1年生になる方は入学後、すぐに学校へお申し出ください。



問：教育総務課　電話：0463-35-8118



[image: カラフルな勾玉づくり教室]

　色付けをしてカラフルな勾玉を作ります。施設内の展示見学もします。

　3月15日（土）午前9時30分～正午。埋蔵文化財調査事務所（寺田縄43-1）。小学生以上の方20人（抽選）。小学生は保護者の同伴が必要です。軍手・筆記用具・タオル。お持ちの方はエプロン・スモックなど。汚れてもよい服装でお越しください。450円程度。

募：必要事項・参加人数（小・中学生は学校名・学年も）を、はがきで、3月5日（水）までに、〒259-1215寺田縄43-1埋蔵文化財調査事務所　電話：0463-59-3981へ。


[image: カラフルな勾玉づくり教室]

古代の装身具・勾玉を作ろう



お知らせ


GPSで資源再生物の持ち去り対策を実施


　集積場所の資源再生物に、GPS（衛星利用測位システム）発信装置を仕込みます。仕込まれた資源再生物が持ち去られた場合、追跡して持ち込み先を特定することができます。

　持ち去りを防ぐために、収集日の午前7時～8時30分に排出することや、持ち去りを見掛けたら通報するなど、ご協力をお願いします。ただし、直接注意することや写真を撮るなどの過度な行動はしないようにお願いします。

問：循環型社会推進課　電話：内線2238



総合体育館の愛称を決定


　平塚総合体育館の愛称がネーミングライツにより「トッケイセキュリティ平塚総合体育館」に決まりました（次写真）。パートナー企業は、警備業を営む、特別警備保障（四之宮2-14-52）です。年額の契約金額は301万円で、契約期間は4月1日から3年間です。市では、広報やウェブなどで、愛称を使います。

問：資産経営課　電話：0463-21-8763

[image: 総合体育館の愛称を決定]





花巻の物産と観光展


　産地直送の農産物や名産品の販売、観光の紹介をします。また毎日、先着50人に花巻産品をプレゼントします。

　2月27日（木）～3月2日（日）、午前10時～午後6時（3月2日は午後5時まで）。市民プラザ。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520



3・11を忘れない


　東日本大震災が発生し、3年が経過しようとしています。防災啓発として、防災パネルの展示などをします。

　3月10日（月）～12日（水）。市民活動センター。

起震車体験　3月9日（日）午前11時～午後3時。大門通り。23日（日）午後1時～3時。新仲通り（明石町）。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734



春季全国火災予防運動


　3月1日（土）～7日（金）は春季全国火災予防運動です。3月2日（日）に防火キャンペーンなどをします。

湘南ひらつか織り姫の特別査察　午後2時。平塚ラスカ。

少年消防クラブの防火キャンペーン　①午後2時。平塚駅東口改札②2時45分。OSC湘南シティ（代官町33-1）。

問：予防課　電話：0463-21-9728



東海大学シンポジウム


　「シニアのための高等教育の可能性」をテーマに講演します。ミニコンサートやディスカッションもあります。

　3月8日（土）午後1時30分～4時30分。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。

問：東海大学教養学部芸術学科デザイン学課程準備室　電話：0463-58-1211内線3450



ベルマーレワンダーランド2014


　選手と直接、交流できるイベント（次写真）が盛りだくさんです。特設ステージでのイベントやスタンプラリーもあります。

　2月22日（土）午後0時30分～3時。平塚駅前中心商店街（紅谷町・明石町）。

問：湘南ベルマーレ　電話：0463-25-1211

[image: ベルマーレワンダーランド2014]



総合公園の施設が一時、利用できません


　設備点検で、園内全ての施設の電気、水道を停止します。

　2月24日（月）午前8時30分～午後5時。時間を変更する場合があります。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



春の花き展


　地場産のバラや洋ランなど100品種以上の季節の花を展示・即売します。

　3月6日（木）～3月11日（火）、午前10時～午後6時30分（11日は午後3時まで）。市民プラザ。9日（日）からは花はな育いく体験もあります。

問：農水産課　電話：0463-35-8103



馬入水辺の楽校（がっこう）自然展


　カヤネズミの巣やモグラの骨格標本、子どもたちが作った「自然の新聞」などを展示します。

　3月8日（土）・9日（日）、午前9時30分～午後3時。相模リバーセンター（中堂246-2）。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852



詐欺的な投資勧誘にご注意


　高齢者を中心に、未公開株やファンドなどの詐欺的な投資勧誘による被害が多発しています。無登録業者による未公開株の売り付けは原則として無効です。次の点に気をつけましょう。

　①電話勧誘などにすぐ応じない②もうけ話を安易に信じない③よく分からない未公開株などの商品には手を出さない。

問：消費生活センター　電話：0463-21-7530




[image: 茅ケ崎市柳島キャンプ場グランドオープン]

　4月2日（水）にオープンします。遊具（次写真）もあります。茅ケ崎市柳島キャンプ場（茅ケ崎市柳島海岸1592-1）。

申込受付　宿泊の場合は6カ月前の月の初日午前9時～当日。日帰りの場合は3カ月前の月の初日午前9時～当日。

定休日　火曜日（7・8月を除く）。ただし、火曜日が祝日の場合は開場し、翌日以降の直近の平日に休場します。

開門時間　午前7時～午後10時。

　詳しくは茅ケ崎市ウェブをご覧ください。

問：茅ケ崎市柳島キャンプ場　電話：0467-87-1385
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[image: 杉山愛さんと有森裕子さんのスポーツ教室]
　世界で活躍した元プロテニスプレーヤーの杉山愛さんと、オリンピックメダリストの有森裕子さんがスポーツ教室を開きます。この機会に楽しみながらスポーツをしませんか。抽選。

杉山愛さんのテニスレッスン


　ストローク・ボレーなどのレクチャーをするほか、杉山愛さんへの挑戦もあります。

　午前10時～正午。総合公園テニスコートに午前9時集合。雨天の場合は、大原小学校体育館（大原1-14）。市内在住で、テニス経験のある小・中学生20人、高校生以上の方60人。ラケット・シューズ。雨天の場合は室内用運動靴。

[image: 杉山愛さんのテニスレッスン]


有森裕子さんのスポーツ実技と講演会


　「よろこびを力に」をテーマに講演するほか、正しい走り方やジョギングの仕方などをレクチャーします。

　午後1時30分～3時。総合体育館に午後0時30分集合。市内在住の小学生50人、中学生50人、高校生以上の方100人。室内用運動靴。

[image: 有森裕子さんのスポーツ実技と講演会]



募：必要事項・小学生、中学生、高校生以上の区分・教室名を、往復はがきで、2月28日（金）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102 へ。




健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


食生活改善推進員の養成講座


　地域の食生活の改善のため、養成講座を受けて、ボランティア活動をしませんか。

　4月～12月の間に調理実習を含めて12回開催。市内在住・在勤の方35人（先着順）。保健センターほか。費用は実費負担。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



高齢者の権利擁護講演会


　老後を安心して生活していくために知っておくべき制度を説明します。

　3月24日（月）午後2時～4時。保健センター。市内在住・在勤の方100人（先着順）。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-8778へ。



市民病院経営計画第2期（素案）にご意見を


　病院理念や基本方針、将来構想に基づき、計画案を策定しました。

　素案は2月21日（金）～3月24日（月）に、公民館や市ウェブでご覧いただけます。

募：意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、3月24日（月）までに、〒254-0065南原1-19-1経営企画課　電話：0463-32-0015　FAX：31-2847　メール：byoin-kk@へ。



認知症サポーター養成講座


　認知症の知識と対応方法を学びます。

　3月20日（木）午前10時～11時30分。八幡公民館（西八幡1-10-22）。市内在住・在勤の方20人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢者よろず相談センター倉田会　電話：0463-53-1930へ。



市民公開講座　お口にできるがん


　口や顔にできたがんを切らずに治す最新医療などを分かりやすく紹介します。

　2月23日（日）午後1時。平塚プレジール（八重咲町3-8）。200人（当日先着順）。

問：健康課　電話：0463-55-2111



弱視レンズ展示会


　視力低下などで日常生活に不便を感じている方のために、近・遠用の弱視レンズや遮光眼鏡、拡大読書器などを展示します。

　2月20日（木）午後2時～4時30分。県立平塚盲学校（追分10-1）。

問：県立平塚盲学校　電話：0463-31-1341



平塚児童相談所を開設


　児童相談所は、子どもに関する相談に応じ、子どもの福祉を図るとともに、その権利を擁護することを目的としています。

　県は4月に、一時保護機能を備えた児童相談所（中原3-1-6）を平塚市内に新設します。

　また現在、県中央児童相談所が所管の平塚市・大磯町・二宮町と厚木児童相談所が所管の秦野市・伊勢原市が平塚児童相談所の所管となります。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9843



予防接種を受けましょう


　3月1日（土）～7日（金）は子どもの予防接種週間です。お子さんの4月からの入園や入学に備えて、必要な予防接種を済ませ、病気を未然に防ぎましょう。実施協力医療機関は、市ウェブでご確認ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



家族介護教室


　認知症の介護の技術を学びながら、身体もリフレッシュできます。

　3月20日（木）午後1時30分～3時30分。なでしこ公民館（撫子原12-54）。市内在住・在勤で高齢者の介護をしている方ら15人（先着順）。

募：電話で、桜ケ丘ケアセンター　電話：0463-30-1212へ。

[image: 家族介護教室]

介護者自身も息抜きできます



ダンベル体操教室


　室内で手軽にできる、効果的な健康づくり体操です。

　3月12日（水）午前9時30分～11時30分。保健センター。市内在住の方30人（抽選）。

募：必要事項・年齢・教室名を、はがきで、3月4日（火）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。



地域包括支援センター運営協議会の委員を募集


　地域包括支援センターの運営などを審議します。

　40～64歳・65～75歳、各2人（選考）。任期は4月1日から2年間。

　次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②4月1日現在で40～75歳③ほかの付属機関などの委員でない④平日の会議に出席できる。

募：南附属庁舎2階の高齢福祉課　電話：0463-21-8778　FAX：21-9616　メール：kourei@や公民館にある応募用紙と応募動機（原稿用紙1枚程度）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、3月31日（月）までに、同課へ。



歯科衛生士の臨時職員を募集します


　保健センターで、幼児の健診や相談などをします。

　歯科衛生士の資格があり、臨床経験が3年以上ある方、若干名（選考）。勤務は月12日以内、1日4～6時間。時給1250円。

募：履歴書・資格証の写しを、郵送または直接、電話連絡後、3月7日（金）までに、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。




[image: 子どもの健康3月]


　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆育児相談

　5日、12日、19日の水曜日、午前9時30分～10時30分。




◆母親父親教室

　妊娠8カ月以降の方とその家族。

★お産の進み方など　17日（月）午後1時30分～3時15分。

★赤ちゃんのお風呂、妊婦体験　29日（土）午後1時30分～3時30分。

★プレママ＆パパ　クッキング教室（予約制）　8日（土）午前10時30分～午後0時30分。




◆歯科健康診査（予約制）

　12日（水）午後1時～2時30分。27日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆離乳食教室（予約制）

★5～6カ月児　26日（水）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　7日、28日の金曜日、午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　14日（金）午前10時30分～11時30分。

★ダイジェスト版離乳食教室　離乳食開始から卒業までのポイントを解説します。16日（日）午前10時30分～正午。中央公民館。5カ月児～1歳6カ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　8日（土）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　19日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。ブックスタートも同時開催します。




[image: 健康ウオーキング]

　桜が咲く湘南平（次写真）などを歩きます。

　3月28日（金）午前9時30分～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は29日（土）に延期。29日も50パーセント以上の場合は中止。山下北公園（山下1096-2）集合・解散。約7キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具。お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111


[image: 健康ウオーキング]


お知らせ掲示板



落語家　立川らく朝さんの講演会

　医師として笑いと健康の講演会、落語家として健康落語の上演会を開きます。

　3月8日（土）午後2時～4時。平塚商工会議所（松風町2-10）。

問：湘南西部病院協会の栁田　電話：0463-53-1955




フォト四季写真展

　平均年齢76.2歳の21人の会員が撮影した約100点の写真を展示します。

　2月25日（火）～3月2日（日）、午前9時30分～午後4時30分（2月25日は午後1時から、3月2日は午後4時まで）。美術館。

問：フォト四季の苅田（かりた）　電話：0463-22-1103




新体操＆体操競技フェスタINひらつか

　高校生や大学生、子どもたちのパワーある演技をぜひご覧ください。

　3月8日（土）午後0時30分～4時30分。総合体育館。

問：平塚市体操協会の平井　電話：090-7427-2270




アート21油彩画展

　静物画・人物画・風景画などの油彩画を展示します。

　3月11日（火）～16日（日）、午前9時30分～午後4時50分。美術館。




春いろコンサート

　ノイコム作曲「キリエ」「グロリア」など、春を感じる曲を歌います。ピアノ演奏もします。

　3月16日（日）午後2時開演。美術館。

問：コーラスワークショップFMKの中野　電話：080-5067-7063




マジック発表会

　月2回の研修とボランティア活動の成果を披露します。プロマジシャンも特別出演します。

　3月15日（土）午後1時～4時。中央公民館。

問：湘南ひらつかマジシャンズの福原　電話：080-6689-4054




つるしびな展

　手作りのつるしびなや押し絵などを展示します。

　2月21日（金）～23日（日）、午前9時～午後4時。浄信寺（長持337）。

問：あじさい会の吉田　電話：0463-32-5804



利用方法


　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。会員や受講者の募集は対象外です。また掲載対象は、市内で活動する個人または団体です。申込者または申込団体の代表者が市内在住に限ります。

　受付は、掲載希望月の2カ月前の1日～月末最終日の午後5時です。なお、月末最終日が休庁日の場合は、それ以降市役所が最初に開庁する日の午後5時までです。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761　FAX：21-9613　メール：kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。

[image: 利用方法]



[image: まちの話題写真リポート]



新春を告げる出初式

　総合公園で1月11日、消防の出初式がありました。

　消防団の一斉放水や平塚古式消防保存会によるはしご乗りなどが披露されると、会場は大きな歓声と拍手に包まれました。

　また、少年消防クラブも日頃の訓練の成果を披露し、式典を大いに盛り上げました。

[image: 新春を告げる出初式]




息詰まる熱戦

　1月23日、囲碁の女流棋聖戦の第1局がホテルサンライフガーデンでありました。勝者は謝依旻（シェイイミン）女流棋聖（次写真右）。続く第2局も制し、タイトルを防衛しました。

[image: 息詰まる熱戦]




雪辱を誓う若き力

　ホテルサンライフガーデンで1月21日、湘南ベルマーレ新体制発表会見がありました。

　今季のチームスローガンは「決弾（けつだん）」。目標に向けて、それぞれが自ら判断して、プレーすることのできる志の高いチームにしたい、という思いが込められています。

　新加入の選手は、新人や他チームから移籍の11人。U-19日本代表の宮市剛選手を始めとした新戦力に、大きな期待が懸かります。

　ベルマーレを率いて今季で3年目となる曹貴裁（チョウキジェ）監督は「土台を変える必要はないが、変わらなければいけない部分もある。目の前のゲームに勝つために何をするべきか、選手自身が考えることのできるチームにしたい」と力強く語りました。

　選手たちの平均年齢は約23歳。若い力を中心に1年でのJ1復帰を目指します。

[image: 雪辱を誓う若き力]




自慢の逸品

　平塚商工会議所で1月24日、逸品お披露目会がありました。

　市内の商店主らで構成する平塚逸品研究会が主催したこのイベント。こだわりの素材で作った料理や商品がずらりと並び、多くの人でにぎわいました。

　同会の相原伸美（のぶみ）会長は「これをきっかけにぜひお店にも足を運んでほしい」と話しました。

[image: 自慢の逸品]




富士見が10回目の優勝

　市内駅伝競走大会が1月12日に開催されました。第60回となる地区対抗の部には、特別参加の伊豆市を含め22チームが出場。優勝は9年ぶりに富士見、2位は崇善、3位は四之宮でした。

　一方、第53回となる実業団対抗の部には13チームが出場。優勝は市役所、2位は消防A、3位は日本クロージャーAでした。

[image: 富士見が10回目の優勝]




広報65年間の歴史

　博物館で2月1日～16日、広報1000号展がありました。

　昭和24年10月20日に創刊して以来、市の情報を発信し続けてきた平塚市の広報。その1000号にわたる歴史を振り返る記念展です。同展では、過去の広報紙や昔使っていたカメラなどを展示。65年間の広報紙の歩みを紹介しました。

[image: 広報65年間の歴史]






市長こらむ


帰宅困難者訓練を実施


　平成23年3月11日の東日本大震災。首都圏では、交通機関の不通により、約515万人が家に帰れなくなりました。

　平塚市でも、多くの方が帰宅困難になりました。この時は、比較的駅に近い江陽中学校と崇善小学校を避難所として開設し、約500人の帰宅困難者を受け入れました。

　震災後、帰宅困難者の問題が大きく取り上げられるようになりました。この問題は、その後の防災対策の大きな課題となっています。国や首都圏の自治体などでもさまざまな対策が議論されているところです。その中でも、受け入れ施設の確保は大きな課題の一つです。

　平塚市では、平塚ラスカ、梅屋本館、JAビルかながわを帰宅困難者の一時滞在施設として使用させていただく協定を昨年、締結しました。

　1月23日に神奈川県と連携して実施した帰宅困難者対策訓練でも、施設の使用をご快諾いただきました。私も同行しましたが、受け入れのスペースは広く、ストレスは感じません。災害時は誰もが気持ちに余裕がなくなるので、こういった配慮はとてもありがたいです。民間事業者のご厚意に感謝しています。

　また、この訓練では避難者役に市民の方を募集して、参加してもらいました。そのため、より実践的な訓練となりました。各機関の連携もスムーズで、心強く思いました。

　災害時に行政だけで全ての対応をすることは困難で、周囲との連携は欠かすことができません。過去の大災害でも、被災地の自治体は住民や関係機関と協力し、苦難を乗り越えています。

　今後もこうした訓練を重ねて、市民の皆さんと手を携えながら、安心・安全なまちづくりを進めていきたいと考えています。


[image: 帰宅困難者訓練を実施]



平塚市長

[image: 落合克宏]




[image: 減災ノススメ]


vol.11　ペットの避難対策



　大規模災害時には、避難所にペットと一緒に避難する方もいます。

　避難所生活において、ペットの存在はコミュニケーションのきっかけや癒やしを与えてくれることがあります。しかし、アレルギー体質の方や動物を好まない方にとっては、迷惑になることもあります。飼い主は、避難所のルールを確認し、日頃から餌の備蓄やしつけなどに努めましょう。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734




2月納期の市税・手数料



　納付は、便利な口座振替をご利用ください。

①国民健康保険税（第9期）

②後期高齢者医療保険料（第8期）

③介護保険料（第9期）

④清掃し尿従量手数料（第11期）

　納期最終日　2月28日（金）

問：①保険年金課　電話：0463-21-8775

②保険年金課　電話：0463-21-9768

③介護保険課　電話：0463-21-8790

④循環型社会推進課　電話：0463-